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連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

 

 当社は、2021年２月５日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ＭＢＳおよ

び三栄インスツルメンツ株式会社を吸収合併することを決議しましたので、お知らせいたします。 

なお、本合併は、当社の100％子会社を対象とする吸収合併であるため、開示事項・内容を一部

省略しております。 
  
 

記 

 

１．合併の目的 

株式会社ＭＢＳは当社グループの製品を利用した自動車計測に関するエンジニアリングサービ

スを、三栄インスツルメンツ株式会社は工業計測機器の販売を行ってまいりましたが、経営の効

率化による競争力強化を図るため、両社を吸収合併することとしました。 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

・合併承認取締役会  2021年２月５日 

・合併契約書締結日  2021年２月５日 

・合併予定日（効力発生日） 2021年４月１日（予定） 

本合併は、当社においては会社法第796条第2項に定める簡易合併であり、株式会社ＭＢＳ

および三栄インスツルメンツ株式会社おいては会社法第784条第1項に定める略式合併である

ため、いずれも株主総会の承認を得ることなく行います。 

 

（２）合併の方法 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社ＭＢＳおよび三栄インスツルメンツ株式会

社は解散いたします。 

 

（３）合併に係る割当の内容 

株式会社ＭＢＳおよび三栄インスツルメンツ株式会社は、当社の100％子会社であるため、

本合併に際して新株式の発行および金銭等の割当てはありません。 

 

（４）消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 



３．合併の当事会社の概要（2020年９月30日現在） 

 存続会社 消滅会社 

(1)名称 株式会社エー・アン

ド・デイ 
株式会社ＭＢＳ 

三栄インスツルメンツ

株式会社 

(2)本店所在地 東京都豊島区東池袋三

丁目23番14号 

埼玉県北本市朝日一丁

目243番地 

東京都豊島区東池袋三

丁目23番14号 

(3)代表者の役職･氏名 代表取締役執行役員社

長    森島 泰信 

代表取締役社長 

古川 哲 

代表取締役社長 

野口 美敏 

(4)事業内容 電子計測器、産業用重

量計、電子天びん、医

療用電子機器、試験機

その他 電子応用機器

の研究開発、製造、販

売 

自動車計測に関する受

託試験、その他エンジ

ニアリングサービスの

提供 

電気計測器、医療機器

並びにその用具の製

造、修理及び販売 

(5)資本金 6,388百万円 200百万円 35百万円

(6)設立年月日 1977年５月６日 2013年7月16日 2013年4月12日

(7)発行済株式数 22,579,700株 19,800株 30,000株

(8)決算期 ３月31日 ３月31日 ３月31日

(9)大株主および持株

比率 

（自己株式は除く。） 

日本マスタートラスト

信託銀行㈱（信託口）

6.54％

エー・アンド・デイ従

業員持株会  5.63％

MLIFOR CLIENT GENERAL 

OMNI NON COLLATERAL 

NON TREATY-PB 5.38％

株式会社エー・アン

ド・デイ  100.00％

株式会社エー・アン

ド・デイ  100.00％

(10)直前事業年度の財

政状況および経営成績 
2020年３月期（連結） 2020年３月期（単体） 2020年３月期（単体）

純資産 18,576百万円 458百万円 165百万円

総資産 49,302百万円 535百万円 259百万円

1 株当たり純資産 833.97円 46,274.60円 5,512.79円

売上高 49,197百万円 190百万円 319百万円

営業利益 3,700百万円 △46百万円 23百万円

経常利益 3,432百万円 △46百万円 23百万円

親会社株主に帰属する

当期純利益 
1,576百万円 △24百万円 16百万円

1 株当たり当期純利益 76.88円 △2,470.06円 558.40円

 

４．本合併後の状況 

本合併による当社の名称、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、決算期の変

更はありません。 

 



５．今後の見通し 

本合併による当社の連結業績に与える影響は軽微であります。今後、公表すべき事項が生じた

場合には、速やかに開示いたします。 

 

以 上

 


